
　　　　　

　
平
成
24
年
度
中
に
作
品
を
募
集
し
た
、
第
１
回
真
室
川
町
巨
木
の
森
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
が
３
月
21
日
の
審
査
会
に
お
い
て
決
定
し

ま
し
た
。
全
国
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た
54
作
品
の
中
か
ら
、
審
査
委
員
長

と
し
て
、
優
秀
作
品
の
選
定
に
あ
た
っ
た
菅
原
富
喜
氏
（
山
形
県
写
真
連

盟
顧
問
・
新
庄
市
在
住
）
の
寸
評
と
共
に
入
賞
14
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
今
後
、
町
の
刊
行
物
や
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
等
に
使
用

す
る
こ
と
で
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
本
年

度
も
第
２
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
計
画
中
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

「
滝
の
沢
の
一
本
杉
」
　
高
山
眞
一（
千
葉
県
） 

　
幹
周
り
11
・
５
m
、
樹
高
49 
m
、
県
指
定
天
然
記
念
物
、 

真
室
川
町
を
代
表
す
る
巨
木
。
構
図
背
景
良
く
直
幹
天
を 

突
く
巨
木
を
中
心
に
配
し
、
左
の
人
物
が
効
い
て
ま
す
ね
。 

秀
作
で
す
。 

 

最
優
秀
賞 

「
番
楽
」
　
木
田
満
智
子（
真
室
川
町
） 

　
村
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
伝
承
文
化
、
子
供
番 

楽
、
子
供
ら
し
さ
を
巧
く
表
現
し
た
好
感
の
も 

て
る
良
い
作
品
で
す
。
伝
統
の
保
存
を
期
待
。 

「回転俵神輿」　熊澤禎男（鶴岡市） 
　俵御輿を軽々と持ち上げ、威勢良く踊る村の珍しい 
伝統行事。動的被写体を早いシャッターで巧く表現さ 
れております。良い作品です。 

「
盛
夏
」
　
庄
司
信
一（
真
室
川
町
） 

　
構
図
の
良
い
作
品
。
手
前
か
ら
、
水
辺
、 

自
然
、
山
、
空
、
自
然
環
境
を
巧
く
入
れ
て 

ベ
テ
ラ
ン
の
目
で
し
ょ
う
か
。
そ
つ
の
無
い 

風
景
写
真
で
す
ね
。
秀
作
で
す
。 

「
錦
秋
の
森
を
歩
く
」
　
高
橋
浩
幸（
真
室
川
町
） 

　
女
甑
山
の
麓
に
て
撮
る
ブ
ナ
林
と
四
人
の
人
物
の
か
ら
み
、 

森
の
楽
し
さ
と
美
し
さ
が
人
物
を
具
合
よ
く
配
置
し
た
こ
と 

で
引
き
立
っ
た
良
い
作
品
で
す
。 

文
化
部
門 

優
秀
賞 

自
然
部
門 

優
秀
賞 
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自
然
部
門 

特
別
賞 

文
化
部
門 

特
別
賞 

審
査
員
特
別
賞 

「
森
林
鉄
道
ト
ロ
ッ
コ
列
車
」 

　
　
　
　
　
木
田
満
智
子（
真
室
川
町)

　
子
供
た
ち
の
夢
を
乗
せ
て
森
林
の
中 

を
走
る
ト
ロ
ッ
コ
列
車
、
美
し
い
緑
の 

環
境
、
自
然
の
中
で
楽
し
そ
う
な
子
供 

た
ち
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
森
の
守
護
神
」
　
清
水
幸
雄（
山
形
市)

　
威
風
堂
々
た
る
森
の
王
者
、
女
甑
山
の
大
カ
ツ
ラ
、
絶
妙 

な
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
が
功
を
奏
し
、
巨
木
の
バ
ラ
ン
ス
も
良 

く
、
背
景
の
紅
葉
の
色
彩
や
周
囲
の
環
境
が
そ
の
存
在
感
を 

引
き
た
て
て
い
ま
す
。 

「
厳
冬
」
　
松
澤
純
一（
真
室
川
町) 

 

　
雪
晴
れ
の
日
、
雪
山
の
表
現
が
巧
い
。 

雪
の
色
調
が
若
干
青
く
、
立
体
的
表
現 

Ｐ
Ｌ
フ
イ
ル
タ
ー
が
効
い
て
い
ま
す
ね
。 

山
岳
写
真
の
秀
作
で
す
。 

「
錦
秋
」
　
松
澤
純
一(

真
室
川
町)

　
紅
葉
の
原
風
景
、
緑
、
赤
、
黄
。
山
肌
、
色
調
の
コ
ン 

ト
ラ
ス
ト
も
良
く
表
現
さ
れ
、
秋
の
山
の
魅
力
を
伝
え
る 

良
い
作
品
で
す
。 

「
聖
域
に
舞
う
」
熊
澤
禎
男（
鶴
岡
市) 

 

　
八
敷
代
番
楽
保
存
会
の
皆
さ
ん
、
獅 

子
舞
の
奉
納
場
面
、
背
景
の
緑
の
自
然
、 

人
物
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
効
い
て
い
ま
す 

ね
。 

「
が
ん
ば
れ
！
」
　
熊
澤
禎
男(

鶴
岡
市)

　
八
敷
代
番
楽
を
踊
る
子
供
た
ち
、
お
ひ 

ね
り
飛
び
交
う
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
名
場
面
、 

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
う
ま
く
と
ら
え 

て
い
ま
す
。 

「
神
輿
だ
、
わ
っ
し
ょ
い
！
」 

　
　
　
　
　
　  

熊
澤
禎
男(

鶴
岡
市)

　
突
然
家
の
前
で
景
気
の
良
い
掛
け
声
、 

俵
御
輿
を
奉
納
し
て
歩
く
若
連
の
皆
さ 

ん
。
家
の
人
も
大
歓
迎
の
表
情
、
シ
ャ 

ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
で
す
ね
、
と
て
も
良 

い
作
品
で
す
。 

４月10日に行われた表彰式で入賞者 

「
八
敷
代
の
村
祭
り
」 

　
　
　
　
　     

高
山
眞
一（
千
葉
県)

　
神
社
か
ら
宿
に
向
か
う
氏
子
の
皆
さ 

ん
だ
そ
う
で
す
、
緊
張
の
若
連
の
表
情 

と
、
後
に
続
く
村
人
た
ち
の
表
情
が
お 

も
し
ろ
い
で
す
ね
。 

「
も
う
見
れ
な
い
八
敷
代
橋
」 

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
光
雄（
真
室
川
町)

　
平
成
23
年
２
月
７
日
爆
破
に
よ
り
解
体
撤 

去
さ
れ
た
、
今
は
も
う
見
ら
れ
な
い
八
敷
代 

橋
、
そ
の
３
カ
月
前
、
撮
影
さ
れ
た
記
録
写 

真
、
後
世
に
残
る
貴
重
な
写
真
で
す
。 
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